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入 館 無 料
土 日も開 館

2023年11月2日木 2024年9月8日日
開館
カレンダー



【所在地】
〒103-0021 東京都中央区日本橋本石町1-3-1（日本銀行分館内）
電話 03-3277-3037（平日9：30～16：30）

【アクセス】
地下鉄 半蔵門線 三越前駅（B1出口）から徒歩1分
 銀座線 三越前駅（A5出口）から徒歩2分
 東西線 日本橋駅（A4出口）から徒歩6分

JR 東京駅日本橋口から徒歩8分■ 開館時間 / 9:30～16:30（最終入館は16:00まで）
　 ＊2024/3/23～4/7、8月は開館時間延長。閉館17:30（17:00最終入館）

■ 会期中の休館日 / 
　 月曜日（但し、祝休日、および2024/3/25、4/1、7/29、8/5、8/19は開館）
　 年末年始（12月29日～1月4日）、2月3日（土）

日本銀行は、2024年7月前半を目途に、新しい日本銀行券を
発行します。キャッシュレス化が進んでいますが、世の中のお札
─日本銀行券は増えています。

お札を安心して使えるように、新しいお札には、新たな偽造防止
技術が追加され、また、どなたにも分かりやすいデザイン
（ユニバーサルデザイン）が更に活用されています。本展示では、
お札の新しい顔、渋沢栄一・津田梅子・北里柴三郎、そして
新しいお札と江戸時代のお札の偽造を防ぐ技術などをご紹介
します。

お札の偽造防止技術は、日本各地でお札が発行されるように
なった江戸時代に遡ります。江戸時代の「紙に透かし模様を
入れる」、「小さな文字を印刷する」といったお札の偽造を防ぐ
技術は、現在にもつながっています。

本特別展を通して、江戸時代から引き継ぎ、発展させてきた
お札の偽造防止技術をじっくりご覧になりながら、新しい日本
銀行券を身近に感じていただければ幸いです。

お札に透かしを入れる道具と透かしの入ったお札
簾と為替会社紙幣（明治時代）

小さな文字が入れられた版木とお札
播磨穂積札〈八木氏〉（江戸時代）

額面毎に隅の形を変えたお札
高松藩札（江戸時代）

お札に捺すハンコ　足守藩札用印形（江戸時代）

新しい日本銀行券

着色された紙幣用紙
（江戸時代）

◀最新の開館日・
　開館時間情報は
　こちら

◀イベント情報は
　こちら
　（随時掲載予定）

首都高速都心環状線
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